道路通行制限願の記入方法

１申請方法

（1） 申請者

当所発注工事-----施工業者　　　　　　　道路占用工事------占用者

（2） 提出期限

片側通行止  -----７日前まで　　　　　　それ以外   -------１０日前まで


（3） 提出部数

１２部（当所あて１部、建設部長あて１部、警察署用５部、市町村用４部、申請者用１部）

（4） 添付書類

位置図　　　　　５万分の１から２万５千分の１程度

平面図　　　　　誘導員配置状況、工事標識、バリケード等の設置状況、数量を記入

終日通行制限の場合は、夜間の措置も分かるように記入

迂回路図　　　　迂回路案内看板の設置場所を記入（片側通行止の場合は不要）

区長同意書　　　当所あての分に添付、警察署に提出したものの写しで可（片側通行止の場合は不要）

占用許可書写　　道路占用工事の場合に、当所あての分に添付

警察署との協議書　　長野中央警察署管内の当所発注工事の場合に、当所あての分に添付（協議書添付資料は不要）

（5） その他

現場代理人の方など現場の状況をわかっている人が持参されたい

左側２ヶ所をホチキス止めされたい

２記入方法及び留意事項

（１）日付けは当所あての分のみ記入すること

（２）申請者の電話番号は必ず記入すること

（３）路線名　　   　 　国・県（主要・一般）の該当箇所を○で囲み、路線名を記入、国道の場合は(主・一般)を○で囲まない　　　　　　

（４）通行制限箇所　　　少なくとも字名程度まで記入

（５）通行制限理由　　　当所工事の場合は、国補○○工事、県単○○工事と記入　占用工事の場合はわかり易く端的に記入　　　　　　　　　　　　　　

（６）種別　　　　　　　該当箇所を○で囲む

（７）通行制限期間　　　時間制限の場合は、日曜、祝日等工事をしない日を余白に記入

（例：日曜、祝日を除く）　　予備日をあまり多く取らないこと

（８）通行制限時間　　　該当箇所を○で囲み、制限時間の場合は８：３０～１７：００等と記入

（９）工事期間　　　　　通行制限期間より短いことはあり得ない

（10）バス路線の有無　　該当箇所を○で囲み、バス会社名を記入（町村営バスの有無に注意、特に長野市で運行している試験運行バスに注意）

（11）迂回路線の有無　　該当箇所を○で囲み、路線名を記入（片側通行止めの場合は記入不要）

（12）工事現場責任者　　連絡のつく電話番号を記入（人のいない現場事務所などの例がある）

３注意事項

（１）事前に警察署と車両の誘導方法などについて十分打合せすること

（２）路線バスに影響がある場合は必ずバス会社と調整すること（郡部においては町村営バス等の運行路線があるので注意すること）

（３）地元への周知を徹底すること

（４）大型・車両・全面通行止めの場合で制限期間前に工事が完了したら必ず当所に電話連絡をし、関係機関に電話連絡をすること

（５）通行制限期間を延長する場合は、再度道路通行制限願いを提出すること　

